
R4年度 地域循環共生圏プラットフォーム構築事業
関東ブロック中間共有会

2022年10月21日（金）
一般財団法人箱根町観光協会
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活動団体と地域の紹介



氏名 推薦団体・企業 氏名 推薦団体・企業
太田明宏
※戦略推進委員長 宮ノ下観光協会 国枝大輔 株式会社小田急リゾーツ

窪澤圭 仙石原観光協会 稲葉健二 株式会社プリンスホテル

金子森 芦ノ湖･芦之湯地区観光連絡協議会 中島朝実 伊豆箱根鉄道株式会社

播摩和幸 箱根強羅観光協会 市原健太 小田急箱根ホールディングス株式会社

澤村吉之 箱根湯本観光協会 多田直人 箱根町（観光課副課長）

福住貴文 箱根温泉旅館ホテル協同組合 宮下幸雄 株式会社JTB（オブザーバー）

保坂喜与寅 箱根温泉旅館ホテル協同組合 濵田健男 株式会社JTB（オブザーバー）

小川尊也 箱根温泉旅館ホテル協同組合 上原望 ランドブレイン株式会社（オブザーバー）

中嶋順 箱根プロモーションフォーラム 藤井貴之 ランドブレイン株式会社（オブザーバー）

内田信也 小田原箱根商工会議所 原洋平 （オブザーバー）

菊川鉄也 小田原箱根商工会議所 Jeffrey Garrish HoEigo（オブザーバー）

岡安啓次 東方の光 小田英男 カンドウコーポレーション(オブザーバー）

越地良吾 富士屋ホテル株式会社 佐藤守 ※事務局長 箱根DMO（一般財団法人箱根町観光協会）

田中太郎 藤田観光株式会社

＜令和４年度(2022年) 箱根DMO戦略推進委員会 委員一覧＞
敬称略・順不同
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2022年5月10日現在



大方針検討（曼荼羅図作成）
このページの目的：ゴール、取組事項・着手事項の可視化

前回の議論のまとめ②

次ページのマトリックスで議論を進めるにあたり
必要な項目をプラスする必要あり
脱酸素：温泉の廃熱利活用、EV・水素ガス車
持続可能な観光地としての経済循環：
環境保全と観光の両立：
人の暮らし・考えの見直し

2021年9月現在



買い物

交通
教育の差 地理的・セクター

間の溝

意識と行動の変容 ヒトモノカネの動き
住民 町民 観光客

新参者との
関係希薄

Uターン者少ない

利害関係者多い

所得流出

受益者負担が
とれていない

人材不足

人口減少 少子高齢化
従業員の減少

資源循環
していない

雇用受け皿
の減少

ALL箱根のビジョン
訪れる人に気づきを与える場所

SDGs Show Room

食品ロス
が多い

ごみの排出
16000t/年

大量消費

取組の整理が
できていない

ポイ捨て

周知不足

ごみ箱がない

観光公害

ごみの削減

ごみ箱
置かない

生分解性
アメニティグッズ

脱プラ
宿泊プラン

再エネ促進

環境観光先進地
として

「ちょうどいい」
サービス

箱根スタイル
ビュッフェ

オーガニック
レストラン

大量廃棄

生ごみ処分の
処理機補助金

脱炭素社会

観光×SDGs
が定着していない

エネルギー支
出が域外流出

EV車
活用されていな

い

パーク＆ライ
ド

廃熱発電
CO₂削減のため

道路整備

車社会
山岳地帯

EVタウンPJT

モビリティの
EV化

対処療法
になっている

労働力不足

開発プレッシャー

地産地消が
難しい

鳥獣増加

ごみ拾い隊

働き手確保

持続可能な
自然資源の
マネジメント

森林マネジメント
が不十分

ソーラー
パネルを
置けな
い

観光美化
パトロール隊化

住居手当

ツアーガイ
ド育成

移住促進

お試し移住

地下水
保全計画

法律による
土地利用制限

森林づくり
事業

罰金

害虫対策

間伐材のお箸
（持ち帰り可能）

持続可能な箱根町の曼荼羅図 ver. 1.0

課題

既存の
取組

域内／外の軋轢

ごみを
出さない工夫

住民の暮ら
しの充実

「温泉」＞「国立公
園」のイメージ

観光客数に比例して
財政負担増加

電気バス

箱根らしい
歴史・文化・自

然
の活用

不法投棄

水素バ
ス

渋滞が多い

ドネーション付き
飲料の販売

事業ごみ：家庭ご
み

8:2

食べ残しゼロ
プラン

テイクアウト

少なめに提
供

ごみ持ち帰り
推進

観光業由来の
ごみが多すぎる

トレードオフ
セット利用

これから
の取組

箱根のこど
も職場体験

資金調
達：

クラファ
ン

ジビエ

資金調
達：ふる
さと納税

資金調
達：

助成金

JSTS-D

グリーン
デスティネーショ

ン

樹齢が高い
木が多い

自然資源
の把握

森林のCO²吸収量：
１％未満

国立公の
利活用

ガードレールに箱根
木材利用

資金不足

ナラ枯れ

私有率高い

林業
元気がない

ごみ税

観光者の行動マネ
ジメントが不十分

観光客優位な
交通システム

救急車が
来ない

CO²排出

排出ガスによる
環境汚染

2022年1月現在



持続可能な箱根町の曼荼羅図
ver.2.0

観光客町民 住民

意識と行動の変容

人口減少

少子高齢化

食に関するテーマ
・フードロス削減

大量消費

資源循環の
マネジメント

生分解性
アメニティ

脱プラ
宿泊プラン

観光美化
パトロール隊

ごみを
出さない工夫

生ごみ処分の
処理機補助金

食べ残し
ゼロプラン

提供量
の調整 ビュッフェ

スタイル

ペットボトル
水平リサイクル

箱根こども
職場体験

お試し移住

移住促進

ツアーガイド
育成

地域経営の
デザイン

地域おこし
協力隊

働き口の
確保・整理

箱根版の教育

生ごみ処理
が不快

資金調達：
クラファン

資金調達：
ふるさと
納税

資金調達：
助成金

脱炭素化

資金不足

車社会

ソーラーパネル
置けない

排出ガスによる
環境汚染

森林のCO₂吸収量：
１％未満

不法投棄

林業
元気がない

労働力不足

エネルギー支出の
域外流出

鳥獣増加

私有地率
高い

ナラ枯れ

開発
プレッシャー

高樹齢木が
多い

対処療法
になっている

課題
既存の
取組

これから
の取組

自然資源の
マネジメント

森林づくり
事業

罰金
（不法投棄）

害虫対策

ドネーション付
飲料の販売

ガードレールに
箱根の木材利用

法律による
土地利用制限

地下水
保全計画

箱根の森の
持続可能な利活用

間伐材のお箸

間伐材の
共同購入

プロジェクト
テーマ（案）

EV車
活用されて
いない

廃熱発電

水素バス

トレードオフ
セット利用

2050年の箱根町

モビリティの
EV化促進

役場若手
職員チーム
形成？

EVバス

住居手当
（役場）

食べ残しの
持ち帰り

公共交通機関
運賃高い

便利な交通
システムの
周知不足

交通の
マネジメント

駐車場代
の可変

EVタウン
PJT

渋滞情報
周知

パーク＆
ライド

渋滞迂回
ルートの案内

道路整備

道の狭さ

食品ロス
が多い

プラスチック
素材製品の

回収

ごみ持ち帰り
推進

観光地としての
取組の周知

企業と協働で
登山道補修

JSTS-D
自然資源
の把握

国立公園の
利活用

メディア
発信 グリーン

デスティネーション

リサイクル
素材のウェア

買い物が
不便

交通が不便

新参者との
関係希薄

Uターン者
少ない

雇用受け皿
の減少

観光客の行動
マネジメントが

不十分

取組の整理が
できていない

観光公害

「温泉」＞「国立公園」
のイメージ

SDGsの取組
が離れ離れ

CO₂削減のため
道路整備

利害関係者
多い

ごみ税

ごみ箱
置かない

ポイ捨て

ごみ箱が
ない

受益者負担が
とれていない

観光客数UP
＝財政負担UP

ごみの排出量
16000t/年

コスト削減

資源循環／
リサイクルが
進んでいない

救急車が
来ない

渋滞が多い

森林
マネジメント
が不十分

所得流出 住みにくさ
働きにくさ

事業者
家庭

補助金の
執行率

時間
地域

シーズン

プラスチックの削減
(使う／捨てる)

若手新入職員・企業
のごみ拾い参加箱根に訪れる人

が出すゴミの処理

ジビエ

環境計画

生ごみ処理機
モニタリング

事業ごみ：家庭ごみ
8:2

交通量の
バランスが

とれていない

地産地消
が難しい

取組の周知

交通の
マネジメント

地域経営の
デザイン

2022年5月現在



持続可能な箱根町の曼荼羅図
ver.3.0

観光客町民 住民

意識と行動の変容

人口減少

少子高齢化

食に関するテーマ
・フードロス削減

大量消費

資源循環の
マネジメント

生分解性
アメニティ

脱プラ
宿泊プラン

観光美化
パトロール隊

ごみを
出さない工夫

生ごみ処分の
処理機補助金

食べ残し
ゼロプラン

提供量
の調整 ビュッフェ

スタイル

ペットボトル
水平リサイクル

箱根こども
職場体験

お試し移住

移住促進

ツアーガイド
育成

観光観点からの
まちづくり

地域おこし
協力隊

労働環境の
魅力向上

箱根版の教育

生ごみ処理
が不快

資金調達：
クラファン

資金調達：
ふるさと
納税

資金調達：
助成金

脱炭素化

資金不足

車社会

排出ガスによる
環境汚染

森林のCO₂吸収量：
１％未満

不法投棄 林業
元気がない

労働力不足

エネルギー支出の
域外流出

獣害

私有地率
高い

高樹齢木が
多い

災害リスク
が高まる

課題
既存の
取組

これから
の取組

観光地としての
自然資源の
マネジメント

森林づくり
事業

罰金
（不法投棄）

害虫対策

ドネーション付
飲料の販売

ガードレールに
箱根の木材利用

法律による
土地利用制限

地下水
保全計画

箱根の森の
持続可能な利活用

間伐材のお箸

間伐材の
共同購入

プロジェクト
テーマ（案）

EV車
活用されて
いない

廃熱発電

水素バス
トレードオフ
セット利用

2050年の箱根町

モビリティの
EV化促進

役場若手
職員チーム
形成？

EVバス

住居手当
（役場）

食べ残しの
持ち帰り

公共交通機関
運賃高い

便利な交通
システムの
周知不足

交通の
マネジメント

駐車場代
の可変

EVタウン
PJT

渋滞情報
周知

パーク＆
ライド

渋滞迂回
ルートの案内

道路整備

道の狭さ

食品ロス
が多い

プラスチック
素材製品の

回収

ごみ持ち帰り
推進

箱根町の
取組の周知

企業と協働で
登山道補修

JSTS-D
自然資源
の把握

国立公園の
利活用

メディア
発信 グリーン

デスティネーション

リサイクル
素材のウェア

買い物が
不便

交通が不便

新参者との
関係希薄

Uターン者
少ない

雇用受け皿
の減少

観光客の行動
マネジメントが

不十分

取組の整理が
できていない

観光公害

「温泉」＞「国立公園」
のイメージ

SDGsの取組
が局所的

CO₂削減のため
道路整備

利害関係者
多い

ごみ税

ごみ箱
置かない

道路の
ポイ捨て

ごみ箱が
ない

受益者負担が
とれていない

ごみの排出量
16000t/年

コスト削減

資源循環／
リサイクルが
進んでいない

救急車が
来ない

渋滞が多い

森林
マネジメント
が不十分

所得流出 住みにくさ
働きにくさ

事業者
家庭

時間
地域

シーズン

プラスチックの削減
(使う／捨てる)

若手新入職員・企業
のごみ拾い参加

箱根に訪れる人が
環境配慮型の行動

に移る仕組み

ジビエ

環境計画

生ごみ処理機
モニタリング

事業：家庭ごみ
8:2

交通量の
バランスが

とれていない

地産地消
が難しい

取組の周知

交通の
マネジメント

観光からの
関係・交流・

移住人口の創出

観光客数UP
＝財政負担UP

歴史・文化
の活用

自然資源に
関する情報
の整理・共有

ナラ枯れ

対処療法
的対応

（ナラ枯れ）

開発
プレッシャーが

強い

関係・交流・移住人口
増加の要素の整理

温泉の利活用

未利用資源（蒸気）
活用の未検討

ソーラーパネル
置けない

2022年10月現在



イ
ン
パ
ク
ト
の
大
き
さ

（大）

（小）

成果が出るまでの時間

箱根版
の教育

箱根の森の
持続可能な
利活用

モビリティの
EV化促進

（大）

交通の
マネジメント

観光からの
関係・交流・

移住人口の創出

食に関するテーマ
・フードロス削減

プラスチックの
削減

(使う／捨てる)

箱根に訪れる人が環境配
慮型の行動に移る仕組み

（長）

＊取組の周知：その他のプロジェクトと連動する

（短）

リーディング 骨太

スモールスタート

リーディン
グプロジェ
クト

・割と着手しやすく、
このチームで取り組
むことでインパクト
が見込めるもの

骨太プロ
ジェクト

・このチームで取り
組むことが重要な
テーマだが、準備ま
たは成果が出るま
でに時間がかかる
もの

スモールス
タートプロ
ジェクト

・チームメンバーの
みならず、すぐに取
り組める、あるいは
取り組むべき内容

その他

・このチームだけで
はカバーしきれず、
成果や効果の定義
が難しい、あるいは
成果が出るまで時
間がかかるもの

その他

取組の周知（＊）

モビリティの
EV化促進

（小）



グループとテーマ

箱根に訪れる人が
環境配慮型の行動

に移る仕組み

C
食に関するテーマ
・フードロス削減

プラスチックの削減
(使う／捨てる)

A
モビリティの
EV化促進

交通の
マネジメント

D

箱根版の教育

観光からの
関係・交流・

移住人口の創出

B

リサーチセンター：学生

箱根の森の
持続可能な利活用
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